
枚
方
議
会
４
面

１
２
０
１
０
４

藤
❶
井
❷
井
❸
井
❹
井
❺
井

今
回
の
改
正
は
、
出
産
す

る
被
保
険
者
の
保
険
料
を
減

額
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

な
お
、
施
行
日
は
６
年
１

月
１
日
で
す
。

保
険
料
の
減
額
手
続

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

届
出
も
可
能
と
す
べ
き

質
問

被
保
険
者
の
産
前
産

後
期
間
の
保
険
料
減
額
に
つ

い
て
、
制
度
の
周
知
方
法
や

届
出
に
係
る
配
慮
を
聞
く
。

答
弁

広
報
等
や
母
子
手
帳

交
付
時
の
周
知
、
国
民
年
金

保
険
料
減
額
届
出
時
の
年
金

事
務
所
等
で
の
案
内
に
加
え
、

郵
送
で
の
届
出
も
可
能
と
す

る
。
ま
た
、
届
出
が
で
き
な

い
場
合
で
も
出
産
を
確
認
で

き
た
場
合
は
減
額
す
る
。

要
望
等

妊
娠
届
同
様
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
届
出
も

可
能
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

保
険
料
減
額
制
度

他
市
で
は
既
に
実
施

市
で
も
検
討
す
べ
き

質
問

八
幡
市
で
は
、
子
育

て
支
援
の
た
め
、
国
の
制
度

に
先
立
ち
５
年
４
月
か
ら
保

険
料
減
免
を
実
施
し
て
い
る

が
、
本
市
で
も
検
討
す
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

府
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
に
基
づ
き
、
府
内
統

一
基
準
で
実
施
す
る
。

要
望
等

所
信
表
明
で
は
、

子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
施
策
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
掲
げ
て
お
り
、
本
市

で
実
施
し
な
い
こ
と
は
疑
問

で
あ
る
と
意
見
し
て
お
く
。

報
告
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
枚
方
市
土
地
開
発
公
社
…

公
有
用
地
の
取
得
は
約
１
３

９
５
平
方
㍍
で
、
取
得
に
要

し
た
金
額
は
７
億
３
５
４
２

万
円
。

ま
た
、
公
有
用
地
の
売
却

は
約
７
５
３
４
平
方
㍍
で
、

売
却
収
益
は
１１
億
５
８
２
０

万
円
。

■
公
益
財
団
法
人
枚
方
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
…
収
入
は
３
億

９
３
９
８
万
円
、
支
出
は
４

億
８
７
３
万
円
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

意
見

３
年
度
と
比
較
し
て
、

４
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

赤
字
額
は
増
加
し
て
い
る
。

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
推
進
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
同
協
会
が

安
定
的
に
経
営
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
支
援
す
べ
き
。

下記の「タテ・ヨコのカギ」を参考にマスを埋
め、Ａ～Ｄを並べて出てくる言葉は何でしょうか？
１マスにつきカナ１文字が入ります。小さい「ッ」
などは大きい「ツ」などと同じ文字として扱います。

市議会ホームページに掲
載の応募フォーム（右コード）または、
はがき、電子メール、ファクスに、郵
便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、クイズの答
え、議会報の感想（必須）と、市長の所信表明に対
する考えなどを発信する動画の感想（任意・左コー
ドから視聴できます）を書いて市議会事務局（〒５７３
－８６６６住所不要）へ。１２月２５日必着。１人１通。抽せ
んで１０人にクオカード（５００円分）をプレゼント！当
選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただ
きます。

応募方法

本
条
例
は
、
現
市
長
の
任

期
中
に
お
け
る
市
長
、
副
市

長
等
の
給
料
月
額
を
減
額
す

る
と
と
も
に
、
現
市
長
の
退

職
手
当
を
不
支
給
と
す
る
も

の
で
す
。

な
お
、
給
料
月
額
の
減
額

率
は
次
の
と
お
り
。

◇
市
長
３０
％
◇
副
市
長
１０
％

◇
教
育
長
、
上
下
水
道
事
業

管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者

７
％
◇
常
勤
の
監
査
委
員
５

％市
長
だ
け
給
料
減
額
割
合
を

引
き
上
げ
た
理
由
は

質
問

市
長
だ
け
２
期
目
よ

り
給
料
の
減
額
割
合
を
引
き

上
げ
て
い
る
。
公
職
選
挙
法

に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
し
て
報
道
さ
れ
た
件
の
幕

引
き
と
感
じ
る
市
民
も
い
る

と
思
う
が
、
考
え
を
聞
く
。

答
弁

減
額
割
合
は
公
約
を

体
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
報

道
の
件
は
会
見
等
を
通
じ
誠

意
を
持
っ
て
説
明
し
て
き
た
。

今
後
も
丁
寧
に
対
応
す
る
。

要
望
等

不
信
を
持
た
れ
な

い
よ
う
、
誠
実
に
疑
惑
の
解

明
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

意
見

市
長
給
料
減
額
の
目

的
は
、
公
職
選
挙
法
に
抵
触

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て

報
道
さ
れ
た
件
へ
の
反
省
の

た
め
で
は
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
今
後
、
様
々
な
事

業
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に

も
、引
き
続
き
市
民
の
信
頼
回

復
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。
な

お
、
（

）
内
は
基
金
額
。

■
く
ら
し
の
資
金
貸
付
基
金

（
５
３
７
０
万
円
）
…
貸
付

け
０
件
。
返
済
１
９
８
件
、

１
４
５
万
円

■
土
地
開
発
基
金
（
７
億
１

５
４
５
万
円
）
…
全
額
を
土

地
取
得
特
別
会
計
へ
貸
付
け
。

■
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融

資
基
金
（
１
０
０
０
万
円
）

…
全
額
を
金
融
機
関
に
預
託
。

融
資
７
件
、
２
２
０
万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

く
ら
し
の
資
金
貸
付
金

安
易
な
貸
付
け
よ
り
も

困
窮
者
の
自
立
更
生
を

質
問

く
ら
し
の
資
金
の
貸

付
け
は
実
績
が
少
な
い
。
社

会
福
祉
協
議
会
で
も
類
似
の

貸
付
け
を
実
施
し
て
い
る
が
、

同
貸
付
け
の
廃
止
を
含
め
た

検
討
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

答
弁

同
協
議
会
が
実
施
す

る
緊
急
小
口
貸
付
け
と
い
う

類
似
事
業
が
あ
る
こ
と
も
踏

ま
え
、今
後
の
市
事
業
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

要
望
等

安
易
に
貸
付
け
を

行
う
の
で
は
な
く
、
生
活
困

窮
者
の
自
立
更
生
に
つ
な
が

る
環
境
整
備
を
要
望
す
る
。

わ に い もの

①枚方市内の王仁公園近くには「旧○○○○鋳物
民俗資料館」があります。

④自分の思うままにできるさま。「自由○○○」。
⑥市議会の会議は、大きく分けて「定例会」と「○
○○○○」に区分されますが、枚方市は通年議
会制を導入しているため、○○○○○の開催は
ほぼなくなっています。

⑧夏から秋にかけて「ギーッチョン」と鳴く昆虫。
⑨琵琶湖を源とする淀川は、川の上流部では「○
○川」、中流部では宇治川と呼ばれます。

⑪いま一つであること。「○○○○調子が出ない」。
す ざく おお じ

⑬平城京及び平安京を、朱雀大路を境として東西
に分けた西側。「○○○○」⇔左京（の対義語）。

⑯ある仕事のために必要な人員のこと。
⑰和歌山県ＰＲキャラクター「○○ちゃん」は紀
州犬をモチーフにしています。

⑱元素記号が「Ｉ」（アイ）の元素は、「○○素」
です。

いず もの

⑲「出雲○○○」は歌舞伎の創始者と言われてい
る女性です。

⑳議会報の感想は「○○○○○○局」までお寄せ
ください。

①このクイズコーナーの名称は、「ぎかい○○○○○」で
す。

②議長、副議長ともに事故（病気等）があるときは、○○
○○○○を選出しなければなりません。

③「○○○」⇔義務（の対義語）。
④「手で直につかむ」は「てで○○につかむ」と読みます。
⑤枚方市の予算編成は、総合政策部の○○○○課が担当し
ています。

⑦自分で食事を作ること。
⑩市議会で議長選挙を投票で行った場合、開票する際に、
議員の中から２名の「開票○○○○○○」が指名されま
す。

⑫本人確認書類としても利用できる「○○ナンバーカード」。
⑭枚方市議会では、議員全員で構成する「全員○○○○会」
と、各常任委員会単位で構成する「委員○○○○会」と
いう会議体があります。

⑮「初々しい」は「○○○○しい」と読みます。
⑰枚方市の花は、○○と桜です。

う どの

⑱淀川の河川敷に群生するイネ科の植物。高槻市の「鵜殿
はら

の○○原」が有名。
⑲調理済みの米飯を鶏卵でオムレツのように包んだ、日本
発祥の洋食といえば、「○○ライス」。

今
回
の
契
約
は
、市
立
小
・

中
学
校
に
お
け
る
夏
季
の
体

育
教
育
環
境
の
向
上
及
び
児

童
、
生
徒
の
熱
中
症
予
防
対

策
、
ま
た
、
災
害
時
等
の
避

難
所
と
し
て
の
環
境
改
善
を

目
的
と
し
て
、
体
育
館
へ
の

空
調
設
備
の
導
入
を
Ｄ
Ｂ
Ｏ

（
＊
１
）方
式
に
よ
り
行
う
も

の
で
す
。

■
契
約
金
額
…
２５
億
２
５
０

万
円

■
工
期
、
履
行
期
間
…
令
和

２２
年
３
月
３１
日
ま
で

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

体
育
館
空
調
設
備
整
備

災
害
時
で
の
対
応
は
可
能
か

質
問

６
年
度
中
に
小
・
中

学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
が

整
備
さ
れ
る
。発
注
時
の
要
求

水
準
書
で
は
、災
害
時
等
の
停

電
時
で
も
起
動
可
能
な
も
の

と
す
る
等
示
さ
れ
て
い
る
が
、

体
育
館
を
避
難
所
と
す
る
際

の
災
害
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

室
外
機
に
は
、
都
市

ガ
ス
が
供
給
さ
れ
る
限
り
自

立
運
転
が
で
き
、
体
育
館
へ

の
電
力
供
給
も
可
能
な
機
器

を
導
入
す
る
た
め
、
災
害
対

応
、
防
災
機
能
の
強
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

＊
１

Ｄ
Ｂ
Ｏ
（
方
式
）
…

資
金
調
達
を
自
治
体
が
行
っ

た
上
で
、
公
共
施
設
な
ど
の

設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
を

一
括
し
て
民
間
事
業
者
に
委

託
す
る
手
法
の
こ
と
。

委 員 協 議 会 だ よ り
総務委員協議会 ９月１４日

（１）防犯灯に係る補助制度の一部見直しについて
（２）ひらかた万博共創事業創出補助制度の創設について
（３）次期行政改革プランの策定について
（４）令和４年度内部統制制度の評価報告について
（５）幼児療育園跡地の活用について
（６）③街区に設置する生涯学習交流センターの開館時間の延

長等について

教育子育て委員協議会 ９月１５日
（１）中学校全員給食に向けての可能性調査及び施設整備等に

おける進捗状況について
（２）教員不足による学校運営上の課題への対応について
（３）今後の中学校部活動の在り方について

市民福祉委員協議会 ９月１９日
（１）③街区における（仮称）市民窓口等について
（２）後期高齢者医療制度における健康診査等の受診勧奨につ

いて
（３）枚方市感染症予防計画の策定について

（４）ひらかたポイント事業の実績と今後の取り組みについて
（５）成果連動型民間委託契約方式（ＰＦＳ）を活用した介護

予防事業について
（６）枚方市国民健康保険被保険者を対象とした特定健康診査

の受診勧奨について
（７）福祉サービス検索システムの導入について
（８）認知症の人とその家族への一体的支援事業について
（９）不育症治療費助成事業について

建設環境委員協議会 ９月２０日
（１）可燃ごみ広域処理に係る組合規約変更に向けた協議体制

について
（２）杉三丁目地区地区計画の決定について
（３）村野駅西土地区画整理事業及び茄子作土地区画整理事業

等の都市計画について
（４）枚方市分譲マンション管理適正化推進計画の策定及び管

理計画認定制度の創設について
（５）小中学校体育館空調設備整備ＤＢＯ事業の事業者選定に

ついて
（６）都市計画道路長尾杉線（杉工区）の整備工事について
（７）都市計画道路御殿山小倉線の整備工事について
（８）水道事業及び下水道事業に係る整備基本計画・経営戦略

の中間見直しについて

何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
師
走
、

皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
た
び
、
紙
面
改
革
や

動
画
の
取
組
が
認
め
ら
れ
、

枚
方
市
議
会
が
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
大
賞
の
躍
進
賞
部
門
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
１

面
参
照
）
こ
れ
を
励
み
に
、

紙
面
や
動
画
を
通
し
て
、
議

会
活
動
を
よ
り
広
く
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
今
号
で
は
、
９
月

定
例
月
議
会
の
内
容
を
中
心

に
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、

記
事
の
構
成
を
一
部
変
更
し
、

「
質
問
」「
答
弁
」「
要
望
等
」の

時
系
列
順
で
記
載
し
て
い
ま

す
。今
後
も
親
し
み
や
す
い
、

分
か
り
や
す
い
紙
面
作
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
な
取
組
と

し
て
、
市
長
の
所
信
表
明
に

対
す
る
考
え
な
ど
を
発
信
す

る
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

各
会
派
等
の
思
い
を
ぜ
ひ
御

覧
の
上
、
ク
オ
カ
ー
ド
が
当

た
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
「
ぎ

た
ん
き
ゅ
う

か
い
探
Ｑ
」
に
御
応
募
い
た

だ
き
、
紙
面
や
動
画
に
関
す

る
御
意
見
、
御
感
想
を
市
議

会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
広
報
委
員
会
で

協
議
、
決
定
し
た
編
集
基
準

に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
…

藤
田

幸
久

副
委
員
長
…

八
尾

善
之

委

員
…

松
本

佑
介
、

三
和

智
之
、
大
津
真
沙
樹
、

小
池

晶
子
、
峠

賢
一

議
会
は
、
１０
月
１９
日
の
本
会
議
で
、
３
件
の
意
見
書
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
公
共
の
利

益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て
議
決
し
、
国
会

ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

脱
炭
素
と
自
然
再
興
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
脱
炭
素
と
自
然
再
興
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
実
現
の
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１
�
資
源
循
環
促
進
の
た
め
の
制
度
の
創
設
、
精
錬
技
術
の
開
発
や
施

設
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。

２
�
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
で
の
環
境
負
荷
低
減
等
の
実
現
を
目
指
し

て
、
動
脈
産
業
と
静
脈
産
業
の
連
携
に
よ
る
資
源
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
。

３
�
建
築
物
等
の
長
寿
命
化
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
価
値
の
最
大

化
を
図
る
た
め
に
、
新
た
な
基
準
の
設
定
や
優
遇
税
制
の
創
設
を
図

る
こ
と
。

４
�
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
の
製
品
安
全
担
保
等
に
関
す
る
環
境
を
整

備
し
、
リ
コ
マ
ー
ス
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
拡
大
を
図
る
こ
と
。

５
�
森
林
循
環
経
済
の
実
現
や
、
高
齢
化
に
伴
い
増
加
し
て
い
る
紙
お

む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
に
向
け
た
自
治
体
や
事
業
者
の
取
組
を

支
援
す
る
こ
と
。

６
�
紙
資
源
循
環
の
推
進
の
た
め
、
古
紙
が
よ
り
多
く
回
収
、
利
用
さ

れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

７
�
衣
類
の
循
環
配
慮
設
計
を
促
進
す
る
と
同
時
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
素

材
を
活
用
し
た
衣
類
を
政
府
や
自
治
体
が
積
極
的
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
衣
類
の
循
環
市
場
を
構
築
す
る
こ
と
。

８
�
建
設
廃
棄
物
の
再
資
源
化
を
、
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
や
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
へ
と
転
換
し
、
資
材
の
量
と
質
の
両
立
を
図
る
こ
と
。

９
�
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
及
び
気
候
関
連
財
務

情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
組
織
が
行
う
作
業

の
算
定
基
盤
の
創
設
等
を
率
先
し
て
求
め
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
環
境
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬
膜
外
自
家
血
注

入
療
法
）
に
対
す
る
適
正
な
診
療
上
の
評
価

等
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、現
状
を
踏
ま
え
、脳
脊
髄
液
漏
出
症
（
脳
脊
髄
液
減
少
症
）

の
患
者
へ
の
、
公
平
で
安
全
な
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬
膜
外
自
家

血
注
入
療
法
）
の
適
用
に
向
け
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
ま
す
。

記

１
�
脳
脊
髄
液
漏
出
症
（
脳
脊
髄
液
減
少
症
）
の
症
状
に
お
い
て
、
約

１０
％
は
起
立
性
頭
痛
を
認
め
な
い
と
公
的
な
研
究
で
も
報
告
が
あ
る

こ
と
を
受
け
、
診
療
報
酬
の
算
定
の
要
件
の
注
釈
と
し
て
「
本
疾
患

で
は
起
立
性
頭
痛
を
認
め
な
い
場
合
が
あ
る
」
と
加
え
る
こ
と
。

２
�
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
）
の
診
療
報

酬
に
お
い
て
、
Ｘ
線
透
視
を
要
件
と
し
て
漏
出
部
位
を
確
認
し
な
が

ら
治
療
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
、
診
療
上
の
評
価
を
見
直

す
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の
実
施
を
求
め

る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染
症
へ
の
移
行
後
、
感
染

者
数
の
把
握
方
法
が
定
点
把
握
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
正
確
な

感
染
状
況
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
起
こ
り
得
る
感
染
状

況
の
ピ
ー
ク
や
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
新
た
な
感
染
症

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
疫
学
調
査
）
を
全

国
の
地
方
公
共
団
体
の
下
水
処
理
場
で
実
施
す
べ
き
で
す
。

感
染
症
対
策
に
お
い
て
は
適
切
な
検
査
を
正
確
に
行
う
こ
と
が
肝
要

で
す
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
な
ど
で
は
、
感
染
者
が
自
主
的
に
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
陽
性
者
を
特
定
で
き
な
い
た
め
、
各
地
域
の
感
染
の

広
が
り
の
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
を
活
用
す
れ
ば
、
当
該
地
域
の
見
え
な
い
感
染
状
況
を
見

え
る
化
で
き
る
た
め
、
感
染
拡
大
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
医
療
機

関
の
検
査
報
告
よ
り
も
早
く
兆
候
が
分
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
後

に
お
い
て
も
感
染
規
模
や
感
染
者
数
増
減
の
傾
向
を
把
握
で
き
ま
す
。

ま
た
、
内
閣
官
房
が
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
の
活
用
に
関
す
る
実
証
事
業
で
も
、そ
の
結
果
報
告
に
お
い
て「
将

来
の
感
染
状
況
の
予
測
に
よ
っ
て
、
市
民
へ
の
注
意
喚
起
や
地
方
公
共

団
体
の
体
制
整
備
に
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

よ
っ
て
、
政
府
は
、
令
和
５
年
９
月
１
日
に
発
足
さ
れ
た
内
閣
感
染

症
危
機
管
理
統
括
庁
を
司
令
塔
と
し
、
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
及

び
各
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
早
急
に
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
事
業
を
全
国
展
開
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

〈
提
出
先
〉
国
土
交
通
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
感

染
症
危
機
管
理
担
当
大
臣
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